
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

９月27日（火）に各学校の学力向上の担当教諭等が参加し、学力向上推進協議会が行われました。本協議会で

は、道や管内の現状の説明、中標津町立計根別学園と別海町立別海中央小学校の実践発表及び今後に向けた取組の

構想、協議を行いました。本資料では、学力向上推進協議会の概要、今後の取組の在り方や参考資料等をまとめま

したので、各学校の学力向上に向けた取組の改善・充実に御活用ください。 

 

 

 各学校においては、検証改善サイクルを確立する取組の充実が図られてい

る一方、「授業の内容はよく分かりますか」という質問に対し、「どちらかと

言えば当てはまらない、当てはまらない」と回答した児童生徒の割合が増加

している傾向が見られているところであり、検証改善サイクルを行うこと自

体を目的化せず、児童生徒の学習状況を把握し、教育課程の改善につなげる

ことや改善に向けた取組を学校全体で徹底する必要があります。 

 参加者から、「自校の取組が、本当に目の前の子どもに必要な手立てなのか

検証する必要がある」など、児童生徒の学習状況を捉え、改善することの大

切さについての発言が多く聞かれました。 

 

 

 

 

中標津町立計根別学園では、なぜ、学校全体で学力向

上に取り組むのか、自校は何をやり切るのかなど、目指

す方向性、目的意識の共通理解を図りました。 

調査実施後は、教員が調査問題を解き、どのように指

導する必要があるか協議し、正答率が低い問題について

は、授業や家庭学習等において、調査問題を再度解き直

し、確実な定着を図るようにしました。 

また、要因分析の結果を踏まえ、「いつ・どの場面

で・誰が・どのように」取り組むのか、学校全体で取り

組む改善方策を明確にしました。 

 

 

別海町立別海中央小学校では、学校グランドデザイン

を各分掌の取組や学年・学級の目標、日常の授業、子ど

もの目標につなげ、学校の教育目標の実現に向けて取り

組んでいます。 

校内研修では、どのような授業改善の視点が必要なの

か具体化、明確化し、合意形成を図りました。調査実施

後は分析会議を行い、授業づくりの視点を明らかにし、

指導案に明記するようにしています。また、「日常授業改

善ワンペーパーチェックシート」を活用し、定期的に日

常の授業を振り返り、改善を図りました。 

 

 

 全国学力・学習状況調査の目的にあるように、各学校においては、義

務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、学校における児童

生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て、検証改善サイク

ルを確立することが求められています。 

 各学校においては、「ありたい姿とギャップを埋めるためには、何を

変えればよかったのか、何をすればよいのか」等を振り返り（省察、リ

フレクション）、改善に向けた取組を明確にし、学校全体で共通・一

貫・徹底・継続して取り組むことが大切です。 

学力向上推進協議会の概要について 

令和４年（2022年）10月４日 

義務教育指導班だより 
北海道教育庁根室教育局教育支援課義務教育指導班 

 
 

説明「全国学力・学習状況調査の結果の活用」 

今後に向けて ～省察（リフレクション）～ 

実践発表「管内の学力向上に係る取組」 

中標津町立計根別学園 「全国学調の組織的な分析と分析結果を踏まえた学力向上の取組」 

別海町立別海中央小学校 「組織的に取り組む『授業改善』」 



参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○検証しているが、やって満足していて、学校と子どものズレが生じていることにハッとなった（中学校） 

○授業改善の検証は、子どもの声に寄り添うことが大切であること（教育委員会） 

○学力向上の取組をやりっぱなしにせず、「なぜ取り組むのか」を問い直すことが大切であること（小学校） 

○計根別学園と中央小学校の組織的な取組や人材育成の取組を積極的に取り入れていきたい（中学校） 

○授業改善は一部の教員だけが取り組んでも、成果として現れないので、全教員が同じ方を向いて取り組むこと

が重要であること。まず、組織体制を整備して、チャレンジテストを分析したい（中学校） 

○自校の取組と子どもの姿のギャップがあることについて、すぐに指導計画の見直しを図りたい（小学校） 

○これまでの取組を問い直す機会となった。改善に取り組む必要性を共有したい（中学校） 

○組織体制の構築や子どもの姿を軸とし、目的意識を明確にした校内研修の在り方について学んだ（中学校） 

○子どもの学習のつまずきをしっかりと見取ることが大切だと感じた（小学校） 

公立高等学校入学者選抜状況報告書（道教委） 

自校の取組の改善を図るための参考資料 

本協議会での学び（参加者のアンケートから 一部抜粋） 

中学校での授業改善のイメージをもちたい 

記述する力を高めるための学習指導のポイントを知りたい 

全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ（国立教育政策研究所） 

アンケート項目の「もっと知りたいこと」で記

載されていた内容に基づき、紹介しました 


